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「変わることと変わらないこと」
　皆様、初めまして。この4月に川部みどり園に参りました森川と申します。よろしくお願いいたします。
　さて、私にとって当園は22年ぶりの職場です。前回の在職時から現在に至り生活されている利用者様
も多くいらっしゃいますが、変わらず溌溂と過ごされている姿に「22年経ったというのは何かの間違い
で、実は、私はつい最近みどり園で仕事をしていたのでは？」という不思議な感覚（疑念？）が未だに
抜けません。
　その一方で、直接目に見えるようなことではないのですが、当園や利用者様を取り巻く環境は、この
間大きく変わりました。「措置から契約へ」「障害者自立支援法（後に障害者総合支援法）の施行」「地
域移行」など、今となっては当たり前になってしまいましたが、各種の大きな変革がありました。また、
ここ 2年ほどの新型コロナにまつわる生活スタイルや意識の変化も、一部は既に生活に溶け込んでおり、
もう後戻りできないものとなりそうです。
　何かにつけ時間の流れの中で「変わること」と「変わらないこと」があり、変わる場合には時代の変
化に伴う必然だけでなく、良かれと思ってあえて変化を起こすこともあります。その結果が良かったか
どうかは、最終的には「やってみないと分からない」ことも多いのですが、少なくとも、今、その変化
が望ましいと思えるだけではなく、これから例えば 20 年後の利用者様に「『あの時変わってよかった』
と思っていただけるか？」という視点も忘れないよう心がけたいものです。

（森川）

第 64 号みどり

編 集 後 記

みどり園まつり案内

　令和 4年度の川部みどり園まつりは、新型コロナウィルス感染症拡大防止対策のため、

開催を見合わせることとなりました。利用者の方々を対象に、園内での代替行事を計画中

です。

　みなさまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

新規ボランティア登録状況

　利用者の方にとって行事そのものはも

ちろん、ボランティアのみなさまにお会

いできることも大きな楽しみになってい

ると感じます。昨年同様、コロナウイル

スの状況を見ながらの行事開催となりま

すが、ボランティアのみなさまと利用者

の方がお会いできる大切な機会を増やし

ていけたらと思っています。ボランティ

アは、随時募集していますので、ご興味

のある方はご連絡ください！

研修案内

　昨年度の研修につきましては、直前での

延期や中止もあり、受講者の皆様をはじめ、

所属事業所の皆様には大変御迷惑をおかけ

致しました。ご理解とご協力をいただきま

して、ありがとうございました。

　令和４年度の各種法定研修開催につきま

しては、香川県とみどり園のホームページ

内に掲載しますのでご確認ください。

苦情解決処理状況

（令和４年２月 1日～令和 4年６月３０日）

苦情受付件数　０件

　梅雨も明け、輝く太陽がまぶしい夏の到来を感じ

させる季節となりました。夏の暑さにも負けず、元

気に生活している利用者の皆さまの姿をお届けでき

ればと思います。



　令和３年度、北棟では、毎月買い物外出の計画を立て、全員参加を目指して取り組みました。また、長期休暇や振替休業日を利
用して公園に遊びに行ったり、誕生日の児童がいる月にケーキを作ってお誕生日会を開催したり、余暇時間を充実させることがで
きました。年明けには新型コロナウイルス感染症に見舞われましたが、児童職員全員で力を合わせて乗り切ることができました。

　昨年度はコロナの影響で学校行事が制限されたり、デイキャンプなど棟内での大きなイベントが中止になってしまいました。
しかし、限られたなかでも個別の外出や西棟祭りなどのイベントなど、工夫しながら楽しむことができました。また、職員と児
童が協力し小グループで余暇時間を過ごすなど、感染対策を意識して過ごすことができました。今年度は外出やイベントを通
して、楽しい思い出をたくさんつくることができればと思います！

　コロナで自粛が多かった一年。そんな中だったからか、久しぶりの外出で喜んでいた東棟利用者の方の姿がすぐ頭に浮かびま
した。バスではなく車で、大人数ではなく少人数で。感染対策をとり、今までとは違うスタイルでの外出でしたが、ジェラート
やジュースを各自で選び、散策し時間いっぱい楽しみました。園に戻ってきても、まだ余韻に浸りたいと言わんばかりに外を眺
めたり職員の手を引いて玄関に向かったりする姿が印象的でした。

　コロナ禍が続くなか、昨年度も、生活介護A、B、Cの各班では、利用者の方の満足度を高めるために様々な工夫をしながら
支援を行ってきました。A班では、ティータイムの時に、数種類の中から自分の好みのケーキを選んで楽しんだり、中庭に季節折々
の花を植えて育てたりしました。B班では、様々な園内行事を企画。七夕には園内カフェ、ハロウィンには皆で仮装してスタン
プラリーをして楽しみました。C班では、外出を小グループに分けて実施。小グループ毎に美味しいお店を調査・開拓し、楽し
いひとときを過ごしました。行動や場所など様々な制限があるなかでの日中活動は、困難な場面もありましたが、利用者の方、お
一人お一人の新たな一面を発見する機会になりました。

　昨年度は、長引くコロナウイルス流行の影響で園の行事や棟内の生活面でも制限される事が多
くありました。そんな中でも、園庭の桜の下でお花見をしたり、お寿司やケーキをテイクアウト
して楽しんだり、今出来る楽しみ方を工夫しながら過ごしてきました。今年度も、季節の行事や日々
の生活を大切にしながら楽しんで過ごしていければと思います。

みどり園の新規採用職員紹介

みどり園の職員紹介
R3年度を振り返って

南棟　臼井技師 生活支援班　新田技師

園長･総務課 給食 地域課

西棟  北棟 東棟 南棟

　初めまして、今年度から川部
みどり園の南棟に配属になりま
した、臼井優花と申します。福
祉の現場で実際に働くことにな
り、期待と不安でいっぱいです。
社会人になったばかりで未熟な

部分が多いですが、一生懸命頑張ってまいりま
す。よろしくお願いいたします。

　地域生活支援課の生活介護
Ｃ班に配属されました、新田
奈子と申します。この数カ月
新しい学びや発見がいっぱい
の日々を送っており、楽しく
働いています。さまざまな経

験を積んで成長していきたいと思っていま
す。よろしくお願いします！
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